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ごあいさつ
K i r a y a k a  B a n k

皆さまには、平素よりきらやか銀行をお引き立ていただき、誠に
ありがとうございます。

このたび、平成22年9月期の営業成績の概要について取りま
とめましたディスクロージャー誌を作成いたしました。 ご高覧の 
うえ、ご理解を賜れば幸いに存じます。

さて、このたび当行は株式会社仙台銀行（頭取 三井 精一）と
持株会社方式により経営統合を行うことについて検討を開始する
ことで、基本的な合意に至りました。

当行と仙台銀行は、両行の地域ブランドを維持した持株会社方
式による新たな金融グループを創設し、スケールメリットの享受に
よる経営機能の効率化の実現や、両行の営業ネットワーク及び行員
の有するノウハウの融合と相乗効果により、県境を超えて進化する
地域経済への貢献と顧客サービスの向上を目指します。

厳しい経済状況が続いておりますが、当行は地域に根ざす金融
機関として、お取引先企業の皆さまの事業を理解し、経営課題を共
有しながら、共に解決する、“本業支援”を行うことで、地域経済の
下支えを担っていきたいと考えております。

また、個人のお取引先の皆さまに対しては、お客さまにその時々
に発生する「イベント」に合わせ、最適なチャネルから、最適なタイ
ミングで、「商品・サービス」の提供を行う“最適提案”を心掛け、 

「心の通うベストコンサルティングバンク」の実現に向け努力して 
まいる所存でございます。

皆さま方には、引き続き変わらぬご支援とご愛顧を賜りますよう
お願い申し上げます。
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